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文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
決
ま
る

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
・
整
理
調
査
か
ら

区
内
で
は
、
教
育
委
員
会
・
練
馬
区
遺
跡
調

査
会
な
ど
に
よ
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
6
3
年
度
中
に
実
施
さ
れ
て
い
る
主
な
調

あ
た
　
こ
　
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
t
カ
く
か
ん
じ
ょ
う

査
は
、
愛
宕
下
遺
跡
発
掘
調
査
と
、
外
郭
環
状

道
路
建
設
の
事
前
の
発
掘
調
査
で
す
。
こ
の
他

に
も
、
小
規
模
な
発
掘
調
査
や
、
前
年
度
に
発

掘
し
た
遺
跡
の
整
理
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
池
淵
遺
跡
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

（
池
淵
遺
跡
）

こ
の
遺
跡
は
、
石
神
井
町
五
丁
目
の
石
神
井

川
左
岸
の
南
斜
面
を
有
す
る
台
地
上
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
場
所
を
ち
が
え
て
、
昭
和
3
0
年
代

か
ら
調
査
さ
れ
て
、
現
在
整
理
中
の
調
査
は
、

第
4
次
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
旧
石
器
時

代
、
縄
文
時
代
中
期
の
遺
構
・
遺
物
が
お
も
に

修理跡のある土器

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
土
器
は
、
調
査
箇
所
付
近
で
出
土
し

た
も
の
で
、
参
考
資
料
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
整

理
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
口
綾
部
近
く
（
写

真
右
上
）
　
に
2
つ
横
に
並
ん
だ
穴
は
、
割
れ
た

土
器
に
穴
を
あ
け
て
、
破
片
を
し
ぼ
っ
て
、
再

利
用
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
口
緑
部
径
約
0
．
c
m
、
高
さ
約
4
4
c
m
）

3

（宇多川　清氏蔵）

昭
和
6
3
年
1
2
月
1
0
日
付
け
で
、
次
の
万
々
に

委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
年
間
で
す
。

品
田
氏
以
外
は
、
再
任
で
す
。
会
長
は
、
互

選
に
よ
り
滝
口
宏
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

順
不
同
。
敬
称
略
　
（
か
っ
こ

内
は
、
専
門
‥
王
な
経
歴
）

滝
口
　
宏
　
　
（
考
古
学
・
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
）

玉
口
　
時
雄
　
（
考
古
学
・
明
星
大
学
講
師
）

山
崎
　
弘
　
　
（
建
築
史
・
工
学
院
大
学
工
学

部
助
教
授
）

品
田
　
模
　
　
（
生
態
学
・
国
際
武
道
大
学

一
般
教
育
部
教
授
）

福
田
　
ア
ジ
オ
　
（
民
俗
学
・
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
民
俗
研
究
部
教
授
）

柴
辻
　
俊
六
　
（
日
本
中
世
史
・
早
稲
田
大
学

図
書
館
員
）

渡
辺

伸
夫
　
（
日
本
芸
能
史
・
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
員
）

武
田
　
光
一
　
（
日
本
近
世
絵
画
史
・
新
潟
大

学
教
養
部
肋
教
授
）
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練
馬
名
所
は
数
あ
れ
ど
、
石
神
井
公
園
・
豊
島

園
。
カ
タ
ワ
リ
山
に
敷
く
清
水
。
関
の
溜
井
の

山
桜
。
木
樽
の
御
会
式
妙
福
寺
。
植
物
学
者
の

牧
野
園
。
将
軍
御
成
は
三
宝
寺
。
豊
島
殿
塚
、

道
場
寺
。
石
仏
群
は
長
命
寺
。
柳
生
十
兵
衛
、

広
徳
寺
。
さ
て
も
名
高
い
大
根
の
、
碑
は
愛
染

院
鹿
島
翁
。
空
中
戦
の
基
地
は
△
フ
、
光
が
丘
の

大
公
璽
中
里
富
士
に
江
古
聖
呂
士
。
旧
く
博

は
白
山
社
‥
‥
‥

完
か
ら
受
け
つ
い
だ
文
化
財
や
自
然
が
失
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
文
化

財
の
保
護
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
練
馬
の
石
造
物

○
板
碑
（
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
・
戦
国
時
代
の

扁
平
な
青
石
供
養
碑
）

こ
れ
は
他
区
に
比
べ
て
も
多
く
、
二
三
〇
基

近
く
残
さ
れ
、
多
く
は
寺
院
や
旧
家
に
保
有
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
々
、
工
事
や
耕
作
中
に
完
型

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
神
社
・
仏
閣
や

道
端
の
石
造
物
な
ど
、
ど
れ
も
み
ん
な
で
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

○
練
馬
の
古
文
書

江
戸
時
代
の
村
方
約
一
四
か
村
の
文
書
類
は

大
変
貴
重
で
す
が
、
明
治
維
新
以
後
の
品
川
県

や
大
小
区
時
代
、
連
合
村
や
合
併
町
時
代
、
板

橋
区
編
入
時
代
の
文
書
も
貴
重
に
な
り
ま
し
た
。

旧
戸
長
・
副
戸
長
、
旧
村
長
と
助
役
、
収
入
役

の
旧
家
や
村
有
志
の
家
々
に
は
、
ま
だ
当
時
の

区
民
の
連
帯
で
＝
・

ふ
A
筍
に
し
た
い
郷
土
の
文
化
財

文
化
財
保
護
推
進
員
　
瓜
生
　
清

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
練
馬
区
は
四
七
k
m

の
広
大
な
地
域
の
た
め
、
数
多
く
の
史
蹟
や
名

所
に
富
み
、
緑
被
率
も
高
く
、
二
三
区
の
中
で

も
特
に
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
百
二
〇
年
前
の
明
治
の
初
め
は
、
区

内
人
口
一
万
人
余
り
で
、
五
〇
年
後
の
大
正
九

年
第
一
回
国
勢
調
査
で
二
万
千
人
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
二
二
年
、
板
橋
区
よ
り
分
離
独
立
し

た
当
時
は
一
一
万
人
。
そ
れ
か
ら
四
〇
年
過
ぎ

た
現
在
、
六
〇
万
人
の
大
練
馬
に
発
展
し
た
の

で
す
。
何
と
す
さ
ま
じ
い
都
市
化
現
象
で
し
ょ

う
。
特
に
戦
後
は
、
開
発
の
名
の
も
と
に
、
祖
、

や
残
片
が
出
土
し
ま
す
。
数
少
い
中
世
の
資
料

の
た
め
、
大
切
に
保
管
し
、
区
教
育
委
員
会
に

連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
ん
と
う
　
　
　
は
　
と
う
か
人
の
ん

○
庚
申
塔
・
馬
頭
観
音
・
地
蔵
な
ど
。

近
世
の
民
間
信
仰
を
知
る
上
で
大
切
な
資
料
で

す
。
庚
申
塔
は
元
禄
期
前
後
に
造
立
が
盛
ん
に

な
り
、
区
内
に
一
三
〇
余
基
。
馬
頭
観
音
は
、

江
戸
中
期
以
降
、
明
治
・
大
正
ま
で
一
一
〇
余

基
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
旧
道
沿
い
や
分
か

れ
道
な
ど
に
あ
る
た
め
、
道
路
工
事
で
破
壊
放

置
さ
れ
易
く
、
路
傍
や
門
前
の
地
蔵
約
二
〇
〇

基
、
観
音
五
〇
余
基
、
不
動
な
ど
も
そ
の
心
配
↓

書
類
や
印
刷
物
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
終
戦
前
後
の
区
に
関
係
す
る
ど
ん
な

文
書
や
印
刷
物
も
、
変
革
期
の
重
要
な
書
類
と

な
り
ま
し
た
。
汚
い
か
ら
と
い
っ
て
、
焼
い
た

り
捨
て
た
り
し
な
い
よ
う
保
管
し
て
下
さ
い
。

○
写
真
・
絵
葉
書
・
地
図
。
生
活
用
晶
な
ど

〝
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
〟
と
か
。
風
景
や

名
所
・
公
園
・
寺
社
・
河
川
・
風
俗
・
住
屠
・

生
産
な
ど
、
ま
た
日
常
家
庭
用
品
・
農
具
・
工

具
な
ど
は
具
体
的
資
料
と
し
て
価
値
の
高
い
も

の
で
す
。
特
に
戦
前
の
も
の
は
貴
重
に
な
り
ま

し
た
。
改
築
や
引
越
、
倉
庫
や
物
置
な
ど
の
撃
＼
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㌧
理
の
と
き
、
捨
て
な
い
で
ご
連
絡
や
ご
提
供
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
皆
様
の
連
帯
で
文
化
財
保
護
を
／

最
近
、
小
中
学
校
の
周
年
記
念
に
、
地
域
の

も
の
を
収
集
し
、
空
き
教
主
に
郷
土
室
を
設
け

る
所
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
年
前

ま
で
は
全
く
か
え
り
み
な
か
っ
た
町
々
辻
々
の

庚
申
堂
や
地
蔵
堂
が
、
地
域
の
熱
意
と
浄
財
で

改
修
さ
れ
、
新
来
の
人
々
を
も
交
え
て
清
掃
供

花
す
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
そ
の
心
の
や
さ
し

さ
と
、
温
か
い
町
内
の
連
帯
を
か
い
ま
み
る
思

い
が
し
ま
す
。

ポ
ロ
市
は
、
本
立
寺
お
会
式
の
法
要
に
合
わ

せ
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
蓮
宗
で
は
、
宗
祖

追
恩
の
法
要
を
お
会
式
と
言
い
ま
す
。
1
2
月
の

9
日
・
1
0
日
の
両
日
で
、
1
0
万
人
近
く
の
人
出

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
宝
暦
年
間
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
、
ろ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
、
ポ
ロ

布
や
農
具
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
布
は
貴

重
で
、
ポ
ロ
布
を
ま
ぜ
て
ワ
ラ
ジ
を
作
っ
た
り

し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
貴
重
な

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
で
も
あ
り
、
お

嫁
さ
ん
を

場
で
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
か
ら
約
五
百
年
前
に
申
待
供
養
と
し
て
造

ら
れ
た
板
碑
で
す
。
板
碑
は
鎌
倉
二
室
町
時
代

練
馬
屡
登
録
有
形
文
化
財

霞
冊
牌
防
塵
睨
降
臨
腰
焼
場
拉

に
多
く
造
ら
れ
た
石
塔
婆
で
、
区
内
で
も
約
二

百
三
十
基
も
あ
り
ま
す
。

室
町
時
代
後
半
の
頃
に
は
、
農
民
の
力
が
増

し
て
、
月
待
や
庚
申
得
な
ど
の
民
俗
行
事
が
盛

ん
に
な
り
、
結
衆
（
信
仰
の
団
体
）
を
作
り
、

供
養
塔
や
板
碑
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
本
碑
は
、
全
国
で
も
三
番

目
に
古
い
も
の
で
す
。
中
世
農
村
の

様
子
を
知
る
大
切
な
資
料
で
す
。

特
に
本
碑
は
、
種
子
の
読
み
方
に

異
論
が
あ
っ
て
、
今
後
の
研
究
の
課

題
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
出
店
も
多
く
、
し
ば
ら
く
と
だ
え

て
い
た
古
道
具
屋
も
復
活
し
ま
し
た
。

（
本
立
寺
壇
家
と
し
て
お
忙
し
い
文
化
財
保
護

推
進
員
の
井
口
敏
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
）

◎
出
版
情
報
長
い
間
品
切
れ
と
な
っ
て
い
た

「
練
馬
の
民
俗
I
」
を
復
刻
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
法
会
、
神
事
、
民
俗
芸
能
が
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ポ
ロ
市
と
関
係
す
る
お
会
式
に

つ
い
て
も
、
妙
福
寺
・
本
照
寺
な
ど
、
写
真
入

I
）
で
解
説
。
（
予
定
価
格
150
円
で
2
月
発
売
）
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ー
特
別
展
1

「
豊
嶋
氏
の
興
亡
と
そ
の
史
跡
」
開
催
中
／

郷
土
資
料
室
　
（
石
神
井
台
1
－
1
6
－
3
1
）

電
話
　
9
9
6
1
0
5
6
3

中
世
に
南
関
東
の
氏
族
と
し
て
勢
力
を
ふ
る

い
、
石
神
井
城
・
練
馬
城
な
ど
を
築
い
た
豊
嶋

氏
の
興
亡
の
歴
史
を
、
写
真
・
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
（
3
月
1
2
日
ま
で
。
休
館
は
、

月
曜
・
祝
日
・
毎
月
1
4
日
）

囲
文
化
財
防
火
デ
冒

昭
和
2
4
年
の
こ
の
日
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
文
化
庁
・
消

防
庁
を
中
心
に
、
こ
の
時
期
に
全
国
で
文
化
財

防
火
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
◎
練
馬
消
防
署

午
前
1
0
時
半
か
ら
、
春
日
町
の
　
「
愛
染
院
」
。

◎
石
神
井
消
防
署
　
午
前
1
0
時
か
ら
、
高
野
台

の
　
「
長
命
寺
」
に
て
、
消
火
訓
練
を
実
施
。

区
役
所
中
央
館
の
1
階
に
、
湯
茶
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
　
「
文
化

財
」
　
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

昨
年
1
1
月
ま
で
は
縄
文
土
器
、
1
2
月
か
ら
は

蝿
取
り
器
。
蝿
取
り
器
は
、
ネ
ジ
を
巻
い
て
バ

ネ
仕
掛
け
で
筒
が
回
転
し
、
蝿
が
脱
出
で
き
な

く
な
る
も
の
で
す
。

「
ね
り
ま
の
文
化
財
」
は
、
今
後
季
刊
化
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＝
文
化
財
日
誌
＝

（
昭
和
6
3
年
7
月
1
0
日
～
1
2
月
2
0
日
）

（
7
月
）

2
0
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
大
泉
北
小
・
消
防
）

2
6
日
～
2
8
日
　
〃
　
試
掘
　
（
仮
称
小
竹
図
書
館

用
地
内
こ
遺
跡
の
有
無
の
確
認
）

2
8
日
　
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
橋
戸
小
。
消
防
）

2
9
日
　
愛
宕
下
遺
跡
調
査
団
　
結
団
式

（
8
月
）

4
日
　
堀
北
遺
跡
発
掘
調
査
　
（
富
士
見
台
三
丁

目
・
N
氏
宅
）

8
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
小
竹
町
二
丁
目
・

都
営
住
宅
）

9
日
　
第
二
回
文
化
財
保
護
推
進
員
会

9
日
～
1
2
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
関
町
東
二

丁
目
・
都
営
住
宅
）

1
5
日
～
1
6
日
堀
北
遺
跡
発
掘
調
査
（
継
続
）

2
2
日
～
26
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
石
神
井
台

輯
丁
目
・
都
営
上
石
神
井
団
地
）

2
9
日
～
3
1
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
早
宮
三
丁

目
・
都
営
早
宮
第
2
ア
パ
ー
ト
）

（
9
月
）

3
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
関
町
北
三
丁
目
）

9
日
文
化
財
保
護
審
議
会
第
一
部
会

2
1
日
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
関
町
北
三
丁
目
）

（
1

0
月
）

5
日
～
6
日
溜
淵
遺
跡
発
掘
調
査
（
関
町
北

三
丁
目
・
下
水
道
）

日
日
埋
蔵
文
化
財
立
会
（
貫
井
二
丁
目
）

2
4
日
文
化
財
保
護
審
議
会
第
一
部
会

2
8
日
第
二
部
会

3
0
日
秋
の
史
跡
散
歩
八
開
町
コ
ー
ス
）

本
立
寺
・
井
口
稲
荷
・
天
祖
神
社
・
千
川

上
水
・
か
ん
か
ん
地
蔵
・
法
融
寺
・
イ
エ

ズ
ス
会
神
学
院
・
庚
申
塔
。
講
師
は
、
井

口
敏
、
北
沢
邦
彦
の
両
氏
。
参
加
6
2
名
。

（
日
月
）

9
日
　
第
三
回
文
化
財
保
護
推
進
員
会

1
0
日
～
1
1
日
　
文
化
財
講
座
「
明
治
維
新
と
練

馬
」
区
立
婦
人
会
館
で
の
講
議
と
シ
ル
ク

博
物
館
。
横
浜
市
内
の
見
学
。
講
師
は
、

橋
谷
田
千
代
美
氏
と
伊
藤
経
一
氏
。
参
加

は
、
講
議
4
4
名
、
バ
ス
見
学
3
9
名
。

1
4
日
～
1
6
日
　
埋
蔵
文
化
財
試
掘
（
早
宮
三
丁

目
・
都
営
早
宮
第
3
ア
パ
ー
ト
）

2
5
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会

へ
1
2
月
）

8
日
　
家
屋
の
実
踏
（
桜
台
一
丁
昌
）

9
日
　
本
立
寺
・
関
の
ポ
ロ
市
取
材

1
6
日
　
文
化
財
保
護
審
議
会
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